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１．令和3年度茨城県うちエコ診断の概要

●１－１．令和3年度茨城県うちエコ診断の診断状況

・令和3年7月から募集を開始し、令和3年8月～令和3年2月の期間に、100世帯のうちエコ診断を行った。

・受診形態別では、団体診断が最も多く44件、窓口診断が56件であった。

・本年度は新型コロナ感染対策のため、訪問診断は行わなかった。

＜受診形態＞

・会場診断： 企業や学校などで期間限定で診断窓口を設置して診断を行う。

・団体診断： 企業や自治会など団体で診断の申込を受け付け、団体ごとに集団で診断を行う。

・窓口診断： 地域診断実施機関内に診断窓口を設置し、受診希望者の診断を行う。

 ・訪問診断： うちエコ診断士が受診希望者宅に訪問して診断を行う（本年度は中止）。 

（件）
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＜診断方法＞

本年度はZoom利用による診断が60％を占めた。

・対面診断： 診断士と受診者が対面して行う

・リモート診断Aタイプ：
センターのパソコンをホストとして受診者と診断士の自宅パ

ソコンを結んで診断

 ・リモート診断Bタイプ：

センターのパソコンと受診者の自宅パソコンを結んでセン
ター診断士が診断
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（人）

（件） 令和3年度茨城県うちエコ診断受診世帯 世帯人数分布

・受診世帯の平均世帯人数は2.8人、単身世帯から6人世帯まで含まれる。

●２－１．受診世帯の概要

２．受診世帯の概要

居住エリア 家の造り

・受診世帯の84％が一戸建て、16％が集合住宅である。・受診世帯の66％が郊外に居住、34％が都市部に居住。

・受診世帯の26％が郊外の「公共交通への代替不可」の地域

に居住しており、自家用車の使用が必要な世帯が約3割を占

めていると推測される。

※「都市部」、「郊外（公共交通への代替が可能）」、「郊外（公共交通への代替が不可）」

の分類は、診断時に実態に合わせて判断したもの。
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家の所有 屋根の日当たり

・受診世帯の82％が持ち家である。
・屋根の日当たりが良い住宅は受診世帯の96％。

太陽光発電システム設置の可能性を検討できる余地

が大きいと推測される。

家の延べ床面積

・延べ床面積について、170㎡以上が23%、130m2が

28％、100m2が17％で、それらをあわせると受診世帯

の68％を占める。

170㎡以上を170㎡として平均を計算すると約117㎡

となる。

＜参考＞一住宅当たり延べ床面積の都道府県比較

茨城県は107.79m2

出所：令和3年度 住宅経済関連データ （国土交通省ホームページ）

建築年代 建築時の断熱への配慮

・1992年以降に建築した住宅が51％。

1991年以前に建築した44％程が建替え及び改築時

期と想定され、省エネ住宅導入の可能性がある。

・「わからない」という回答以外では、断熱を「とても配慮

した」、「一定配慮した」「少し配慮した」住宅が20件

（40％）であった。
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Ｎ＝50



ガスの種類

電気の夜間料金契約

風呂の熱源

・団体受診世帯の有効回答50件中22％（11世帯）が電気
の夜間料金契約をしている。

冷蔵庫の使用年数

（件）

（年）

・冷蔵庫の使用年数について、平均は7.5年。
・9年以上使用している冷蔵庫は全体の29％あり、これらを

最新の高効率省エネタイプの冷蔵庫に買い替えることは、
CO2排出量削減効果が大きいと考えられる。

・受診世帯の72％が「ガス」を使用。66％が「ＬＰガス」、
6％が「都市ガス」を使用。

・受診世帯の52％が「ガス」を風呂の熱源として使用。

太陽光発電の設置

・太陽光発電を設置している受診世帯は12％。

（件）

（kW）

太陽光発電の容量 （※1）

・設置された太陽光発電の発電容量は、4.0kW～5.0kWが
多い。

※１：当該データは、診断時に太陽光発電の容量を確認

できた数値の集計に基づく。- 4 -
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31.2%

17.7%
14.4%

6.4%

5.4%

5.4%

4.7%

2.5%

1.4%
10.9%

自家用車（1,264 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（715 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （584 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （258 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （217 kg-CO2/世帯/年）

照明 （219 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （191 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （101 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （57 kg-CO2/世帯/年）

その他 （440 kg-CO2/世帯/年）
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12.7%
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4.0%

4.4%

1.9%

2.1%
0.9%

10.7%

自家用車（3,043 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（795 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （836 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （326 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （262 kg-CO2/世帯/年）

照明 （291 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （122 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （140 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （56 kg-CO2/世帯/年）

その他 （703 kg-CO2/世帯/年）

令和3年度茨城県うちエコ診断受診世帯 世帯毎CO2排出量 分布

（kg-CO2/世帯/年）

世
帯
数
（
件
）

受診世帯数
（世帯）

総排出量
（t-CO2/年）

平均
（kg-CO2/年）

最大
（kg-CO2/年）

最小
（kg-CO2/年）

100 657 6,573 23,754 1,068

・事前調査に基づき、受診世帯の受診前の現況推計を行った。
・受診世帯100世帯の受診前のCO2排出量は年間561t-CO2、1世帯あたり平均は5,611kg-CO2と推計された。

●２－２．受診前のCO2排出量

＿
Ｘ＝6,573 kg-CO2/世帯/年

Ｎ＝100

・受診世帯100世帯の受診前の1世帯あたり平均CO2排出量（年間6,573kg-CO2/世帯）は、令和2年度うちエコ診断の結
果（全国平均年間約4,046kg-CO2/世帯）より2,527kg-CO2/世帯 多く、温室効果ガスインベントリオフィスデータ（2019年
度全国平均3,971 kg-CO2/世帯）より2,602kg-CO2/世帯 多い。
・CO2排出量の内訳としては、自家用車からの排出が全体の46.3％（2,613 kg-CO2/世帯/年）で最も多い。

令和3年度茨城県うちエコ診断受診世帯 CO2排出量 内訳 （CO2排出源別 比率）

N=100

＜参考＞令和3年度うちエコ診断（全国） CO2排出量 内訳

約4,046
kg-CO2/世帯/年

＜参考＞2019年度家庭からのCO2排出量

6,574
kg-CO2/世帯
/年
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出典）温室効果ガスインベントリオフィス
データ

国地球温暖化防止活動推進センター
ウェブサイト
（http://www.jccca.org/）
より転載



令和２年度茨城県うちエコ診断受診世帯 地域別CO2排出量 内訳
（CO2排出源別）
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3,043 795 836 326 262 291 
122 

140 
56 703 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

県全体自家用車（3,403 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（795 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （836 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （326 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （262 kg-CO2/世帯/年）

照明 291 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （122 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （140 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （56 kg-CO2/世帯/年）

その他 （4703 kg-CO2/世帯/年）

3,107 971 850 372 306 324 
125 

141 
71 774 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

県北地域自家用車（3,107 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（971 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （850 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （372 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （306 kg-CO2/世帯/年）

照明 324 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （125 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （141 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （71 kg-CO2/世帯/年）

その他 （774 kg-CO2/世帯/年）

3,024 733 871 308 242 283 
136 

122 
54 698 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

県央地域自家用車（3,024 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（733 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （871 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （3068kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （242 kg-CO2/世帯/年）

照明 (283 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （136 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （122 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （54 kg-CO2/世帯/年）

その他 （698 kg-CO2/世帯/年）

2,408 769 422 277 163 209 
109 

59 

36 488 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

県南地域
自家用車（2,406 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（769 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （422 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 (277kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （168 kg-CO2/世帯/年）

照明 (209 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （109 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （59 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （36 kg-CO2/世帯/年）

その他 （468 kg-CO2/世帯/年）
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4,135 

0 0 0 0 0 0 
0
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5,000

6,000

7,000

8,000

地域別CO2排出量

全体排出量 自動車以外 自動車

・県平均値と比べて県北、鹿行地域は全体排出量が多く、自動車からのCO2排出量も多くなっている。

これは県央地区への通勤および水戸地域への移動距離が長いためと推定できる。

- 7 -

1,876 832 875 296 193 300 
139 

100 
33 1,025 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

県西地域自家用車（1,876 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（832 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （875422 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 (296kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （193 kg-CO2/世帯/年）

照明 (300 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （139 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （100 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （33 kg-CO2/世帯/年）

その他 （1,025 kg-CO2/世帯/年）

4,135 597 673 350 378 268 
264 

93 
37 364 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

鹿行地域自家用車（4,135 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（597 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （673 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （350kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （378 kg-CO2/世帯/年）

照明 (268 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （264 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （93 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （37 kg-CO2/世帯/年）

その他 （364 kg-CO2/世帯/年）

kg-CO2/世帯/年

県全体N100 県北N27 県央N59 県西N4 県南N4 鹿行N6
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令和3年度茨城県うちエコ診断受診世帯
月平均光熱費 内訳

●２－３．受診前の光熱費

・受診世帯100世帯の受診前の1世帯あたり月平均光熱費は16,520円と推計された。

令和3年度茨城県うちエコ診断受診世帯 月平均光熱費 分布

（件）（件）

＿
Ｘ＝10,329円
Ｎ＝ 100

＿
Ｘ＝4,830円
Ｎ＝ 100

電気代
ガス代
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30.9%

13.1%

5.4%

¥10,329 

¥4,380 

¥1,811 

月平均電気代

月平均ガス代

月平均灯油代

月平均光熱費

¥16 ,520

受診世帯数 月平均光熱費 月平均電気代 月平均ガス代 月平均灯油代
100 ¥16,520 ¥10,329 ¥4,380 ¥1,811
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1

3

0

3

1

0 5 10 15 20 25 30

¥0

¥1～¥5,000

¥5,001～¥10,000

¥10,001～¥15,000

¥15,001～¥20,000

¥20,001～¥25,000

¥25,001～¥30,000

¥30,001～¥35,000

¥35,001～¥40,000

¥40,001～¥45,000

¥45,001～¥50,000

¥50,001～¥100,000

40 

49 

11 

0 

0 

0 20 40 60

¥0

¥1～¥5,000

¥5,001～¥10,000

¥10,001～¥15,000

¥15,001～¥20,000

（件）（件）

＿
Ｘ＝16,935円
Ｎ＝ 100

＿
Ｘ＝1,811円
Ｎ＝ 100

・受診前の車燃料代（月平均）について、5,001円～10,000円が24世帯（24％）と最も多く、続いて15,001円～15,000円

の18世帯（18％）、 1円～5,000 円の15世帯(15％) の順となる。

●２－４．受診世帯の自家用車保有台数

＿
Ｘ＝ 1.8 台/世帯

Ｎ＝ 100

（世帯）

令和3年度茨城県うちエコ診断受診世帯 自家用車保有台数
（※1）

・診断時に全世帯に保有台数を確認できた、59％が車を2台以上保有。平均自家用車保有台数は1.8台。

・自家用車2台保有が39世帯（39％）と最も多く、続いて1台保有の37世帯（32％）、3台保有の13世帯（13％）の順

となる。

＜参考＞自家用乗用車の1世帯あたり普及台数（茨城県）（令和元年9月末現在）：1.594台（全国6位）

出所：一般財団法人自動車検査登録情報協会ホームページ

※１：当該データは、診断時に

自家用車の保有台数を確

認できた数量の集計に基

づく。

灯油代

車燃料代
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4% 37%  39% 13%  3% 4%   0% 



●２－５．受診前の消費電力量

受診世帯数
（世帯）

年間消費電力量
（kWh/年）

平均
（kWh/年）

最大
（kWh/年）

最小
（kWh/年）

100 396，695 3，967 12，228 360 

・受診世帯100世帯の年間平均消費電力量は3,967kWh/年と推計された。

●２－６．太陽光設置とCO2排出量の関係

・太陽光発電はCO2の排出削減に効果が大きいことを示している。

58.4 総発電量kw 現状ＣＯ2総排出量 平均発電量kw 現状ＣＯ2総排出量平均

設置している 12 58.4 66,457 4.9 5,538

設置していない 88 ― 590,850 ― 6,714

- 10 -

5538

6714 

0

1000

2000

3000

4000

5000
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7000

8000

設置している 設置していない

現状CO2排出量kg/年



92

55

115

0

20

40

60

80

100

120

140

回答数 削減量 １世帯当たり平均

対策選択時みなしCO2排出削減量
（※3）

100 92 t-CO2/年 923kg-CO2/年

対策実行後みなしCO2排出削減量
（選択項目のみ）（※4）

92 55 t-CO2/年 603kg-CO2/年

対策実行後みなしCO2排出削減量
（非選択項目含む）（※5）

92 115t-CO2/年 1,255kg-CO2/年

※3：受診者が診断時に選択した対策をすべて実行した場合に見込まれる受診世帯のCO2排出削減量。
※4：事後調査において、受診者が診断時に選択した対策について、実際に実行した、あるいは、実行予定と報告があったものから見込まれる受診

世帯のCO2排出削減量。
※5：事後調査においては、診断時に受診者が選択した対策項目に加えて、診断ソフトが「効果が高い」と判断した項目についても、受診者に対して

一覧表として提示している。当該一覧表の全ての対策項目のうち、受診者が実際に実行した、あるいは、実行予定と報告があったものから見込
まれる受診世帯のCO2排出削減量。

対策選択時
みなしCO2排出削減量

対策実行後
みなしCO2排出削減量
（選択項目のみ）

対策実行後
みなしCO2排出削減量
（非選択項目含む）

（t-CO2/年）

●３－２．CO2排出量の削減効果
・対策選択時みなしCO2排出削減量（※3）は年間92t-CO2（100世帯）、1世帯あたり平均は923kg-CO2と推計された。
・対策実行後みなし CO2排出削減量（選択項目のみ）（※4は年間 55t-CO2 （ 100世帯）、 1世帯あたり平均は

603kg-CO2と推計された。
・対策実行後みなしCO2排出削減量（非選択項目含む）（※5）は年間115t-CO2（100世帯）、1世帯あたり平均は1255kg-CO2

と推計された。対策選択時と比較すると、332kg-CO2（1世帯当たり）削減量が増加しており、対策項目以外の取り組みに
よるものと推測される。これらが本取り組みの効果と思われる。

※1：診断時に、提案された対策の中から、受診者が選択した対策をすべて実行したとみなした推計量。
※2：事後調査において、診断時に選択した対策を実際に実行した、あるいは、実行予定と報告があった対策実行後の推計量。

事後調査回答家庭 （N=91）

診断前の現状のCO2排出量 657 （t-CO2/年）

対策選択時みなしCO2排出量（※1） 516 （t-CO2/年）

対策実施後のみなしCO2排出量（事後調査による）（※2） 481 （t-CO2/年）

●３－１．CO2排出量の変化

３．効果測定

- 11 -



561

352

672

0

200

400

600

800

回答数 削減量 １世帯当たり平均

対策選択時消費電力削減量 100 49,271 kWh/年 493 kWh/年

対策実行後消費電力削減量
（選択項目のみ）

92 23,435kWh/年 255 kWh/年

対策実行後消費電力削減量
（非選択項目含む）

92 55,983kWh/年 609 kWh/年

●３－４．消費電力量の削減効果

・対策選択時消費電力削減量は年間49.271kWh（100世帯）､1世帯あたりの平均は493kWhと推計された。

・対策実行後消費電力削減量（選択項目のみ）は年間25,435kWh（92世帯）､1世帯あたりの平均は255kWhと推計された。

・対策実行後消費電力削減量（非選択項目含む）は年間55,983kWh（92世帯）､1世帯あたりの平均は609kWhと推計された。

対策選択時
消費電力削減量

対策実行後
消費電力削減量
（選択項目のみ）

対策実行後
消費電力削減量
（非選択項目含む）

（万円/年）

対策選択時
光熱費削減額

対策実行後
光熱費削減額
（選択項目のみ）

対策実行後
光熱費削減額

（非選択項目含む）

●３－３．光熱費の削減効果

・対策選択時光熱費削減額は年間581万円（100世帯）、1世帯あたり平均は56,148円と推計された。

・対策実行後光熱費削減額（選択項目のみ）は年間271万円（92世帯）、1世帯あたり平均は38,216円と推計された・対

策実行後光熱費削減額（非選択項目含む）は年間662万円（92世帯）、1世帯あたり平均は73,032円と推計された。

回答数 削減額 １世帯当たり平均

対策選択時光熱費削減額 100 561万円/年 56,148円/年

対策実行後光熱費削減額
（選択項目のみ）

92 352万円/年 38,216円/年

対策実行後光熱費削減額
（非選択項目含む）

92 672万円/年 73,032円/年
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49271

23435

55983
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50000
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●３－５．個別省エネ対策の削減効果

・診断時に提案のあった各種省エネ対策の実行後の光熱費、CO2,電気代の削減効果。

・各対策を実行したときの数字は削減量を示した。
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201

455

394

103

63

62

54

127

156

132

432

161

254

1860

0

58

32

63

0

231

78

33

0

62

11068

19791

23092

8846

6150

3413

3196

4142

13098

7197

25296

13590

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000

給湯器をエコジョーズ（潜熱回収型）に買い替え

る

給湯器をエネファーム（燃料電池式）に買い替

える

太陽熱温水器を設置して利用する

節水シャワーヘッドを取り付けて利用する

シャワーを使う時間を1人1日1分短くする

家族が続けて入り風呂の追い炊きをしない

夏場はシャワーだけですませて浴槽にお湯を

張らない

給湯器を節約モードに設定する

シャワーの時間を3割減らす

お風呂のお湯を少なめにして半身浴をする

強制循環型太陽熱温水器を設置する

手元止水型節水シャワーヘッドを設置する

給湯節水

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）
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217

1254

240

27

85

75

570

152

146

118

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

14086

0

15555

1762

5493

4717

36958

9867

9447

7632

0 10000 20000 30000 40000

エコドライブに心がける

公共交通を利用し自動車利用を半分にす

る

カーエアコンの温度と風量をこまめに調整

する

タイヤの空気圧を適正に保つ

1日10分間のアイドリングストップをする

市内まで1割程度、車でなく徒歩や自転車

で行く

会社までの車の利用を半分にする

1台目の車をエコタイヤに交換する

保育園の移動で、車を使わずに自転車を

利用する

1台目の車に低燃費オイルを使用する

自家用車

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）
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245

274

316

26

111

502

199

134

79

118

224

979

49

227

217

274

47

94

438

363

196

144

103

79

893

90

11785

12623

14741

1437

5298

23536

11152

6993

4437

5627

9759

10578

2762

0 5000 10000 15000 20000 25000

家族だんらんで一部屋で過ごすようにする

すべての居室の窓・サッシを複層ガラスにする

すべての居室の窓・サッシに内窓をつける

リビングダイニングの冷房エアコン利用を3割減

らす

屋根裏や天井へ断熱材を設置する

家を全面的に断熱リフォームする

エアコンを省エネ型に買い替える

リビングの窓・サッシに内窓をつける

エアコンのフィルターを掃除する

居間で暖房をする時間を1時間短くする

ホットカーペットやこたつを活用したり、天井付近

の暖気をかきまぜ、暖房設定温度を下げる

居間に薪・ペレットストーブを設置する

冷房の設定温度を控えめにする

冷暖房

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）
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87.33954167

150.61462

32.40085714

158.799125

273.845

58.91057143

4883.75

8419.8

1811

0 2000 4000 6000 8000

居間の蛍光灯をスリム型に付け替える

居間の蛍光灯をLEDシーリングライトに付け

替える

照明を点ける時間を1時間短くする

照明

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）

15

5

93

252

21

28

9

169

457

38

861

267

5192

14063

1165

0 4000 8000 12000 16000

冷蔵庫の中身をつめすぎない

冷蔵庫の開け閉めの回数を減らし、時間を

短くする

冷蔵庫を省エネ型に買い替える

1台目の冷蔵庫を止める

冷蔵庫の設定を弱くする

冷蔵庫

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）



40.5%

11.7%
18.5%

5.5%

5.4%

5.4%

2.2%
2.7%

0.7%

6.9%

自家用車（2,000 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（572 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （904 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （288 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （265 kg-CO2/世帯/年）

照明 （2+2 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （107 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （131 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （35 kg-CO2/世帯/年）

その他 （439 kg-CO2/世帯/年）

40.5%

11.4%
15.8%

6.8%

4.9%

6.9%

1.5%

2.5%
0.8%

9.0% 自家用車（1,908 kg-CO2/世帯/年）

給湯・節水（535 kg-CO2/世帯/年）

暖房 （744 kg-CO2/世帯/年）

調理食洗 （322 kg-CO2/世帯/年）

冷蔵庫 （230 kg-CO2/世帯/年）

照明 （323 kg-CO2/世帯/年）

冷房 （71 kg-CO2/世帯/年）

テレビ （117 kg-CO2/世帯/年）

洗濯乾燥   （36 kg-CO2/世帯/年）

その他 （422 kg-CO2/世帯/年）

●３－６モニター世帯（10世帯）のCO2排出状況
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4,707kg-CO2/世

帯/年

4,863kg-CO2/世

帯/年

本年度受診世帯100嫌の軽金敵ＣO2排出量は6,573kg-CO2/世帯/年であり、モニター世帯平均は

4,863kg-CO2/世帯/年とかなり排出量は少ない結果であった。

2年続けてうちエコ診断を家庭では日ごろからエコ意識が高いことが推察される。

うちエコ診断を継続して受診したモニター世帯は受診初年度のCO2排出量は4,707kg-CO2で

あったが2年目は4,863kg-CO2でわずかながら増加が見られた。

前年度の診断時事後アンケートから推定された削減量は対策実行後みなしCO2排出削減量

（選択項目のみ）でも－500g-CO2なので、推定値から大きく後退となる結果であった。

これは、コロナ禍の中で他人との接触を避けるために自家用車による移動が多かったためと思

われる。

対策選択時
みなしCO2排出削減量

対策実行後
みなしCO2排出削減量
（選択項目のみ）

対策実行後
みなしCO2排出削減量
（非選択項目含む）

令和2年度CO2排出量

令和3年度CO2排出量

639
509

1500

0

500

1000

1500

2000

令和2年度診断時推定削減量



4,770 , 70%

1,797 , 27%

200 , 3%

夏

電気 ガス 灯油

5,740 , 64%

2,793 , 31%

500 , 5%

春秋

電気 ガス 灯油

8,079 , 
65%

2,238 , 
18%

2,190 , 
17%

冬

電気 ガス 灯油

6,082 , 65%
2,405 , 26%

848 
, 9%

燃平均光熱費

電気 ガス 灯油

3,236 , 69%

1,447 , 31%

0 , 0%

夏

電気 ガス 灯油

7,171 , 
73%

2,516 , 
25%

200 , 2%

春秋

電気 ガス 灯油

9,617 , 
74%

1,9
91 , 
15%

1,400 , 
11%

冬

電気 ガス 灯油

6,799 , 72%

2,117 , 
23%

450 , 5%

2020年月平均光熱費

電気 ガス 灯油
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● ３－７モニター世帯の光熱費季節的変動

モニター世帯の1世帯あたりの光熱費割合の季節的変動を見ると電気代の占める割合が多いモニター世帯では冷

暖房にエアコンを使用する世帯が多いためと推測できる。

受診1年後での光熱費の割合の変化はほとんどなかった、これはエネルギーの使用形態に変化がなかったためと

推察できる。

金額ベースでは1年後の方が各種エネルギー代が値上がりしているにもかかわらず提言傾向が見られた、うちエコ

診断の効果が出ていると推察できる。

計 ¥9，366

計 ¥9，335

2020年光熱費季節的変動

2021年光熱費季節的変動

計 ¥13,008
計 ¥9.887 計 ¥4,683

計 ¥6,767

計 ¥9,033計 ¥12,507
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● ３－８モニター世帯での個別省エネ対策の削減効果

・診断時に提案のあった各種省エネ対策の実行後の光熱費、CO2,電気代の削減効果。

・各対策を実行したときの数字は削減量を示した。
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0 5000 10000 15000 20000 25000 30000

太陽熱温水器を設置して利

用する

節水シャワーヘッドを取り付

けて利用する

シャワーを使う時間を1人1

日1分短くする

家族が続けて入り風呂の追

い炊きをしない

夏場はシャワーだけですま

せて浴槽にお湯を張らない

給湯器を節約モードに設定

する

シャワーの時間を3割減らす

お風呂のお湯を少なめにし

て半身浴をする

強制循環型太陽熱温水器

を設置する

手元止水型節水シャワー

ヘッドを設置する

給湯器をエコフィール（潜熱

回収型）に買い替える

給湯節水

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）
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146

1406

250

3

30

198

106

162

0

0

0

0

0

0

0

0

9488

0

16200

217

1358

12857

6882

10530

0 4000 8000 12000 16000

エコドライブに心がける

公共交通を利用し自動車利用を半分にす

る

カーエアコンの温度と風量をこまめに調整

する

タイヤの空気圧を適正に保つ

市内まで1割程度、車でなくバスを利用する

1台目の車をエコタイヤに交換する

低燃費オイルを使用する

1台目の車を軽自動車に買い替える

自家用車

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）
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375

278

261

64

421

68

75

66

1032

282

282

205

219

174

104

113

25

119

124

63

19

368

-361

-361

88

71

15642

11332

10805

2617

16881

3816

3407

2770

6146

6618

6618

8510

8836

-5000 0 5000 10000 15000 20000

家族だんらんで一部屋で過ごすようにす

る

すべての居室の窓・サッシを複層ガラスに

する

すべての居室の窓・サッシに内窓をつける

屋根裏や天井へ断熱材を設置する

家を全面的に断熱リフォームする

エアコンを省エネ型に買い替える

リビングの窓・サッシに内窓をつける

暖房をする時間を1時間短くする

1部屋目に薪・ペレットストーブを設置する

居間のエアコンを省エネ型に買い替え、

暖房もエアコンでする

省エネ型エアコンを設置して暖房をする

居間の壁面に真空断熱材を設置する

暖房をする時間を3割短くする

冷暖房

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）
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65

78

38

119

142

69

3651

4371

2106

0 1000 2000 3000 4000 5000

居間の蛍光灯をスリム型に付け替える

居間の蛍光灯をLEDシーリングライトに付け

替える

照明を点ける時間を1時間短くする

照明

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）

42

474

77

861

2356

26473

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000

冷蔵庫を省エネ型に買い替える

ストッカー（冷凍庫）を止める

冷蔵庫

光熱費増減（円/年） 電気削減（kWh/年） CO2削減（kg/年）



21

26

25

9

0

17

11

4

0 5 10 15 20 25 30

現在のエコロジー度

自宅でどこまでCO2削減できるか

省エネでお得になるか

家電製品の省エネ対策

暑さや寒さに関する省エネ対策と効果

風呂・台所の省エネ対策と効果

交通の省エネ対策と効果

太陽光発電の費用と効果

うちエコ診断で知りたいこと

４．うちエコ診断で知りたいこと

･事前調査票で「うちエコ診断で知りたい内容」を知りたい項目を選択式で選ぶ方法(複数回答あり）で集計。
・温暖化防止、省エネ行動の実施意識では積極的に実施、出来る範囲でが約48％となった。
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（件）

積極的に実施したい, 
13, 13%

できる範囲で, 
35, 35%

協力は難しい, 2, 2%

無回答, 50, 50%

温暖化防止・省エネ行動の実施意識
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44 

22 

0 

1 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

とても満足          

やや満足          

どちらともいえない          

やや不満          

不満          

診断ソフトの結果

20 

51 

11 

1 

1 

0 10 20 30 40 50 60

とてもそう思う          

そう思う          

どちらとも言えない          

あまりそう思わない          

そう思わない          

省エネ意識が変わった

17 

26 

37 

8 

2 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

とてもそう思う          

そう思う          

どちらとも言えない          

あまりそう思わない          

そう思わない          

手軽にできる

30 

54 

7 

0 

0 

0 10 20 30 40 50 60

とてもそう思う           

そう思う          

どちらとも言えない          

あまりそう思わない          

そう思わない          

省エネに役立つ

5．満足度調査の結果

N=91

（件）

（件）

（件）

（件）

N=90

N=84

N=90

33.0%

59.3%

7.7%

18.9%

28.9%

41.1%

8.9%

2.2%

23.8%

60.7%

13.1%

1.2%

1.2%

25.6%

48.9%

24.4%

0.0%

1.1%
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・うちエコ診断実施 約3か月後に、事後調査票により、対策の実施状況と併せて、満足度調査を行った。結果は以
下のとおり。
・「省エネに役立つ」かという質問に対しては、 事後調査票提出世帯の89％から、「とてもそう思う」「思う」という評価
をいただいた。



12

4

54

31

1

0

0

2

0 10 20 30 40 50 60

チラシ          

各種イベントでの紹介          

診断士・知人を通じて          

各種団体・自治体・協業等による広報を通じて          

テレビ番組での紹介を見て          

WEBサイト          

SNSを通じて          

その他        

診断をどこで知ったか

8 

39 

32 

2 

3 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

とてもそう思う          

そう思う          

どちらとも言えない          

あまりそう思わない          

そう思わない          

再度診断したいか

31

42

8

0

0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

とても満足          

やや満足          

どちらともいえない          

やや不満          

不満          

受付窓口の対応

31 

47 

10 

1 

1 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

とても満足          

やや満足          

どちらともいえない          

やや不満          

不満          

診断士の説明

20 

46 

23 

1 

1 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

とても満足          

やや満足          

どちらともいえない          

やや不満          

不満          

提案された内容 （件）

（件）

（件）

（件）

N=91

N=90

N=81

N=84

（件）N=104

22.0%

50.5%

25.3%

1.1%

1.1%

34.4%

52.2%

11.1%

1.1%

1.1%

38.3%

51.9%

9.9%

0.0%

0.0%

9.5%

46.4%

38.1%

2.4%

3.6%

※複数回答可

11.5%

3.8%

51.9%

29.8%

1.0%

0.0%

.00%

1.9%
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・省エネ機器の買い替えは楊?かもしれませんが、すでに省エネ方の危機を設置していることが多い、
家屋の一部回収、新規設置は高齢者には困難。
・アフターコロナを意識した診断項目が入っていると面白い。

・一度に完成しない「うちエコ」は継続する必要がある。そのためにも毎年診断医参加する必硫黄が
ある。ありがとうございました。

・高齢になるとそれなりに節電、節約、節水に努めている。しかし収入がないために、新たな改善を
するのは財政的な面で無理がある。自助は無理な社会になっている。
・エコ診断を受けて大変満足しています。
・とても勉強になりました、ありがとうございました。
・うちエコ診断による省エネの輪をひろげCO2削減をさらに進めることが大切だと思います。
・我が家の省エネについて考える良い機会になりました。

・自分の生活の中でどのくらいエネルギーを使っているのかわかることができた。何をどういう風に
すればどれくらいできるのか目安が分かった。

・あらめて省エネについて具体的に考えさせられてよかった。すぐにできる対応ばかりではないと
思った。
・必要性は理解しているつもりでも、実際に行動に移すとなるとむずかしい。
・実行が難しいと思うものがあるが、小さなことから出来ることをしようと思います。
・今後の経済状況や補助金の政策的後押のタイミングで動きが変わるのではないかと思います。
・新築時には大いに取り入れるべきだが、途中からではお金がかかりなかなか取り入れられない。
・買い替え対策は費用がかかるので簡単にはできない。ライフスタイル対策は参考になりました。
・診断士の方の説明が分かりやすかったです、ありがとうございました。

・趣味などで車の選択があるので、すべての人にハイブリッドは難しい。茨城では車なしの生活は考
えられない。

事後調査での自由意見
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別添 １
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別添 １
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うちエコ診断ソフト 表示画面（例） 別添 ２

スタート画面 メニュー一覧画面

対策検討画面

平均比較画面

排出内訳画面

目標設定画面

うちエコ診断士は、「うちエコ診断ソフト」を使用して、受診世帯とコミュニケーションをとりながら診断を行います。

１）診断当日までに、診断士は、事前調査票の内容を「うちエコ診断ソフト」に入力し、受診世帯の現状を把握したうえで、
対策やその効果をシミュレーションした上で診断にあたります。

２）診断当日、診断士は「うちエコ診断ソフト」を使用しながら、どこからどのくらいのCO2排出をしているかをみていきます。
３）さらに、受診世帯のライフスタイルや、住宅の状況に合わせて、効果が見込まれ取り組むことができる省CO2・省エネ
対策をその場で対案します。

４）診断後は、事後調査票にて、受診者の対策の実施状況・意識の変化等を調査します。

※平成28年度 うちエコ診断では、「うちエコ診断ソフト」 ver.3.32b, ver3.33 を使用した。
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別添 ３

事後調査票（例）
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別添 ３
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